
副教材「みんなで目指す！SDGs×ジェンダー平等」関連資料集

男女共同参画推進連携会議 次世代チームでは、ユース世代の皆さんを対象にSDGsとジェンダー平等に関する副教材を作成いたしまし

た。その副教材の中では掲載しきれなかった、様々なデータをこのページに掲載しています。

以下、次スライド以降の内容

企業の役員に占める⼥性の割合

企業の役員に占める女性の割合は、 諸外国と比較すると日本は非常に低い状況です。
これまで、社会のあらゆる分野において、2020年までに指導的地位に女性が占める割合が、少なくとも30％程度となるよ
う目標を定めて様々な取組を進めてきました。その結果、女性就業者数や上場企業女性役員数は増加してきました。
しかし、 国際社会に目を向けると諸外国の推進スピードはさらに速く、日本は大きく遅れている状況です。

そこで、新しい目標として、2030年代には誰もが性別を意識することなく活躍でき、指導的地位にある人々の性別に偏
りがないような社会となることを目指すこととしています。

この新しい目標を達成するために、第５次男女共同参画基本計画に政治・経済・地域・教育など、様々な分野での取組
を記載しました。この計画をしっかりと実現していけるよう、取組を進めていきます。

（出典）OECD” Social and Welfare Statistics” 2020年の値。
※ EUは、各国の優良企業銘柄50社が対象。他の国はMSCI 
ACWI構成銘柄(2700社程度、大型、中型銘柄）の企業が対象。
（注）2020年7月時点の全上場企業役員に占める女性の割合
（6.2％）は東洋経済新報社「役員四季報」より算出。
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★ 第５次男女共同参画基本計画についてはこちらから



無償労働時間の国際⽐較

令和２年度男女共同参画白書に掲載されている、労働時間に関する世界のデータです。
日本の状況を諸外国と比較した場合、

男性も女性も有償労働時間が長く、特に男性の有償労働時間は極端に長いことや、
無償労働が女性に偏るという傾向が極端に強いこと、
男女とも有償・無償をあわせた総労働時間が長く，時間的にはすでに限界まで「労働」していることがあげられます。

ただ「もっと家事・育児・介護を分担しましょう！」と言うのではなく、働き方を見直すことが重要です。

○有償労働と無償労働ってなに？
・有償労働 → 会社で働いたりすることで給料がもらえる仕事
・無償労働 → 家庭内の子育て・家事や介護等の給料がもらえない仕事

★ 詳しい解説はこちらから



配偶者からの暴⼒の被害経験
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有無

何度もあった 1，2度あった まったくない 無回答
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（計）

（19.8）

（16.8）
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被害経験が1度でもある人の合計

（31.3）
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○暴力って具体的にはどんなこと？

・身体的暴力
→ 殴る・たたく・ものを投げる 等

・心理的攻撃
→ 大声で怒鳴る・無視をする・

メールをチェックする 等
・経済的圧迫

→ 借りたお金を返さない・生活費を
渡さない・貯金を勝手に使う 等

・性的強要
→ 避妊に協力しない・

中絶を強要する 等

交際相⼿からの暴⼒の被害経験
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女性では16.7％の人が、
また男性では8.1％の人が、
パートナーからの暴力を受けたことが
あると回答しています。



残念ながら、いまだ多くの女性がパートナーからの暴力の被害を受けています。
また、男性も暴力やストーカーの被害に合っています。

パートナーからの暴力は、自分たちで解決するのはとても難しい問題ですが、
相談してみることで、ひとりでは気づかなかった解決方法が見つかるかもしれません。

一緒に考えてくれる専門の相談窓口があります。プライバシーは守られますので、安心して相談してください。
また、身の回りで暴力やストーカー、セクハラ等の被害を受けて困っている人がいたら、相談窓口を教えてあげてくだ

さい。

★ 相談窓口の一覧はこちらから
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ストーカーの被害経験の有無

（3,438人）

（1,803人）

（1,635人） 女性では10.7％の人が、
また男性では4.0％の人が、
ストーカーの被害にあったことがあると
回答しています。



女子中高生・女子学生の皆さんが、理工系分野に興味・関心を持ち、将来の自分をイメージして進路選択する
ことを応援する国の取組があります。

「女性が少ないと聞くけれど、やっていけるかな」
「結婚したり育児したりするときに研究を続けられるか不安」と思っている人もいるかもしれません。
また、「どんな研究をして、どんな仕事に繋げていけば良いのだろう」と、

将来のイメージを持てない人もいるかもしれません。

そんなあなたは、大学や企業など様々な『リコチャレ応援団体』の見て聞いて体験できる、楽しいイベントに
足を運んでみてください。 そして、理工系分野で活躍している先輩たちの心強い話を聞いてみてください。

理工系分野への進路選択を促進する取組
～理工チャレンジ（リコチャレ）～

その他の様々なデータを掲載しているパンフレットがあります。
PDFデータのほか、紙で印刷もしていますので、

送付をご希望の⽅は、ご送付先とご希望部数を記載して、下記の連絡先までご連絡ください。

（連絡先）
男⼥共同参画局 総務課企画係 E‐mail g‐kikaku@cao.go.jp

★ リコチャレの詳しい情報はこちらから

★ パンフレットの電子データはこちらから


